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第 1 章においては、本研究の目的および本論文の内容について述べている。第 2 章においては、本
研究に使用した実験装置と実験方法について述べ、とくに空気と水を使用した大気圧下での実験の意






















り研究されていないドラム内気流二村l流の併 IlfJ が必要であるとの見地から、 (1 山表面i をイiする気ノ1，ド
ラムの水irlÎ以下で、のノ1'(や気本混合物の基本(1'0~夜間j現象を'た!域的むよび、用論的に取り扱ったものである。
すなわち ['1 山 j{而i を有する二次元流路のド1M に設けた多数の符から気本混合物が流入して端部の降本
管からノ1'( が流出する場介に対し、 :ホ11i1~介物の速度を測定する装置を開発して本îflÎ以ドの速度分布を
測定し、また).，j所ボイド率、ァ1'( il'l i の形状と脈抑J1S:性、降本行への気ほうのキャリーアンダなどを測定
し、その車内県をJlH必 (1'，)に解析している。'jミ!践により1: Inl.行から流入する丸木混合物は単十11ポテンシャ
ル流れの n)j~ とは全く異なり i貞械に降本符にむかう傾向を全く示さず、いったん本Ifli にむかつて 1: ~l­
したのち本 IfI i近仰をすりぬけて降本作にむかうこと、したがって降本作近傍には大きなうずがずさ'f=. し
てこれが死ノj'(f或となるのがふつうであることを見山し、これをとり入れて本rí!Îの形状、ボイド率分布、
キヘ'リーアンダなどをJlH I~ÍtiÌ (1'0 に併析し、多数の l対 rのこれらへの影響を解 II)J している。現実のボイラ
ではドラム内にじゃま板類が設けられることがあり、また ~t液はいずれも飽和!蒸気であって本実験の
場介のような大気圧下の本と ~~lではないが、r'I山水前i 下での主u夜二相流にむける最も基本(I'-J な t見事足
の解 II)J に対するこの論文の貢献は大きく、この広昧で現実のボイラの研究開発にも寄与・するところが
大きい。
よって本 IÎI耐えaは博士論文として価値あるものと認める。
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